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2004 年から当院で ANA が処方された患者を対象とした。骨密度の測定は DEXA
法 (dual-energy X-ray absorptiometry)を用い腰椎、大腿骨頚部の 2 カ所を
0,6,12,24,36,48,60 ヶ月の時点で測定を行った。T-スコアが -2.5 以下の骨粗鬆
症例にはビスフォスフォネート (Bis)の内服を追加した。  
【結  果】  
2004 年から 2011 年の間に 55 人が今回の研究の対象となり、観察期間の中央
値は 53.6 ヶ月であった。35 人は Bis との内服を併用していた。ANA 開始 6 ヶ月
の時点で骨密度は腰椎では 0.5%減少、大腿骨では 1.5%減少した。 60 ヶ月の時
点では腰椎は 1.9%増加、大腿骨では 1.5％減少した。腰椎において当初から Bis
を併用した群では 24 ヶ月で 5.4％増加、併用していない群では 4.3％減少した
(P<0.0001)。60 ヶ月の時点では当初から Bis を併用した群では 2.9%増加、併用
していない群では 3.2%減少した (P=0.1182)。一方、大腿骨において 60 ヶ月で
は Bis 併用群で 1.9%増加、併用していない群で 2.7%減少した (P=0.1741)。骨折
を来した症例は 4 例であった。そのうち 1 例は疲労骨折であった。  
【考  察】  










骨折に関しては 4 例 (7.3%)で他の報告と比べても変わりない結果であった。 
【結  論】  
腰椎では Bis を併用することで ANA による骨密度低下を抑え、安全に投与す
ることが可能になると考えられる。  
